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昨
年
11
月
の

桑
高
同
窓
会
幹

事
総
会
で
、
三

重
県
立
桑
名
高

等
学
校
の
２
期

目
の
同
窓
会
長

に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
、
創
立
１
１
０
周
年
を
迎
え
ま
す

こ
と
を
記
念
致
し
ま
し
て
、
同
封
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
、
ご
「
案
内
」
書
の
通
り
10

月
に
ホ
テ
ル
「
花
水
木
」
で
「
１
１
０
周

年
記
念
同
窓
会
」
を
計
画
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
一
人
で
も
多
く
の
同
窓
生
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
同
窓
生
の
皆
様

同
士
の
お
声
が
け
も
期
待
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

　

又
、
こ
の
１
１
０
周
年
記
念
で
は
、
同

封
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
「
募
金
趣
意
書
」

に
あ
り
ま
す
通
り
、
同
窓
会
の
目
的
で
あ

り
ま
す
「
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
」「
母

校
の
発
展
に
寄
与
す
る
」こ
と
を
目
的
に
、

募
金
も
募
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

１
０
０
周
年
記
念
の
折
に
も
募
金
を
募

ら
せ
て
頂
き
、
記
念
碑
の
設
立
、
記
念
誌

の
発
行
な
ど
の
記
念
事
業
に
使
わ
せ
て
頂

き
ま
し
た
が
、
今
回
の
「
１
１
０
周
年
記

念
募
金
」は
活
性
化
特
別
委
員
会
で
企
画
・

立
案
さ
れ
ま
し
た
事
業
な
ど
を
、
極
め
て

厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で
少
し
で
も
実
効

あ
る
も
の
と
す
る
べ
く
、
そ
れ
ら
の
事
業

へ
の
財
政
支
援
を
す
る
目
的
に
も
使
わ
せ

て
頂
く
こ
と
も
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

桑
名
高
等
学
校
が
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
即
ち
ス
ー

パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
註
参

照
）
の
指
定
を
受
け
て
早
く
も
１
年
が
経

過
し
ま
し
た
。

　

桑
高
は
目
指
す
学
校
像
と
し
て
、「
桑

名
か
ら 

強
く
は
ば
た
く 

人
づ
く
り
」
を

掲
げ
て
い
ま
す
が
、
今
や
地
域
だ
け
で
な

く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
は
ば
た
く
人
材
が
求

め
ら
れ
て
い
る
折
か
ら
、
国
際
的
な
人
材

育
成
を
目
指
す
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
指
定
を
受
け

た
こ
と
は
桑
高
の
今
後
の
発
展
に
と
っ
て

大
き
な
意
義
が
あ
る
と
、
考
え
ま
す
。
ま

た
、
桑
高
の
教
育
方
針
を
定
め
た
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ー
ト
に
は「
育
み
た
い
生
徒
像
」

と
し
て
「
桑
員
地
域
の
中
学
生
が
最
も
憧

れ
る
高
校
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
為
の
、
母
校
へ
の
支
援
も
、
同
窓

会
の
大
事
な
役
割
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
。

　

な
お
、
こ
の
会
報
誌
は
、
桑
高
同
窓
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
誰
も
が
ア
ク
セ
ス
し

た
く
な
る
よ
う
、
如
何
に
更
に
魅
力
的
な

も
の
に
す
る
か
も
、
大
き
な
課
題
と
認
識

し
て
お
り
、
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
、
ご
提

案
な
ど
も
、
期
待
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

同
窓
会
の
更
な
る
活
性
化
を
目
指
し
、

今
後
と
も
、
皆
様
の
御
支
援
、
ご
指
導
の

程
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

（
註
）
文
部
科
学
省
が
支
援
す
る
制
度
で
、

『
将
来
の
国
際
的
な
科
学
技
術
関
係
人
材

を
育
成
す
る
た
め
、
先
進
的
な
理
数
教
育

を
実
施
す
る
高
等
学
校
等
を
「
ス
ー
パ
ー

サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
と
し
て
指

定
し
、
学
習
指
導
要
領
に
よ
ら
な
い
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
開
発
・
実
践
や
課
題
研
究
の

推
進
、
観
察
・
実
験
等
を
通
じ
た
体
験
的
・

問
題
解
決
的
な
学
習
等
を
支
援
す
る
、
と

し
て
い
る
』

　

同
窓
会
員
の

皆
様
に
は
、
ご

壮
健
に
て
ご
活

躍
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
平
素
よ

り
、
本
校
教
育

活
動
に
多
大
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
４
月
に
桑
名
高
等
学
校
に
着
任

を
い
た
し
ま
し
た
伊
藤
隆
之
で
ご
ざ
い
ま

す
。伝
統
あ
る
桑
名
高
校
の
校
長
と
し
て
、

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
さ
ら
な
る
発
展
に

寄
与
で
き
る
よ
う
、
全
力
を
尽
く
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

９
月
の
「
桑
高
祭
」
に
お
き
ま
し
て
、

同
窓
会
の
皆
様
に
は
今
年
度
も
「
う
ど
ん

部
屋
」
を
復
活
い
た
だ
き
、
地
域
の
方
・

保
護
者
の
方
・
中
学
生
に
も
、
桑
高
の
楽

し
さ
素
晴
ら
し
さ
、
伝
統
の
重
み
と
卒
業

生
の
皆
様
の
絆
の
深
さ
を
ア
ピ
ー
ル
い
た

だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
本
校
は
、
今
年
度
よ
り
文
部
科

学
省
よ
り
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
に
指
定
さ
れ
、
将
来

の
国
際
的
な
人
材
の
育
成
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
、
対
話
的
で
深
い
学
び
を

実
践
し
、
変
化
す
る
大
学
入
試
に
も
対
応

し
て
い
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
京
都
大
学

大
学
院
医
学
研
究
科
教
授
萩
原
正
敏
先
生

と
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）

研
究
開
発
部
門
第
一
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
長
山

中
浩
二
先
生
の
お
二
人
は
同
窓
生
で
も
あ

り
ま
す
が
、
国
際
的
に
ご
活
躍
い
た
だ
く

大
変
ご
多
忙
な
中
、
本
校
Ｓ
Ｓ
Ｈ
運
営
指

導
委
員
と
し
て
の
就
任
を
ご
快
諾
い
た
だ

き
ま
し
た
。
他
に
も
同
窓
会
の
方
が
中
心

と
な
り
「
宇
宙
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」「
は

や
ぶ
さ
２
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
講
座
」
を
開

催
い
た
だ
く
な
ど
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
が
文
部

科
学
省
よ
り
発
表
さ
れ
る
や
否
や
、
た
く

さ
ん
の
同
窓
生
の
方
か
ら
励
ま
し
や
ご
協

力
の
ご
連
絡
を
頂
戴
し
、
改
め
て
同
窓
会

の
深
い
絆
・
温
か
さ
を
認
識
い
た
し
ま
し

た
。

　

そ
れ
に
応
え
る
べ
く
、
生
徒
た
ち
も
、

光
を
テ
ー
マ
に
研
究
し
た
生
徒
が
８
月
の

神
戸
で
の
「
Ｓ
Ｓ
Ｈ
生
徒
研
究
発
表
会
」

で
堂
々
と
発
表
し
、
津
波
を
テ
ー
マ
に
研

究
し
た
生
徒
が
９
月
に
「『
世
界
津
波
の

日
』
２
０
１
９
高
校
生
サ
ミ
ッ
ト 

in 

北

海
道
」
に
お
い
て
、
す
べ
て
英
語
で
研
究

発
表
す
る
と
と
も
に
、
全
国
の
参
加
者
か

ら
選
ば
れ
て
、
海
外
参
加
国
の
方
と
記
念

植
樹
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
度
は
京
都
大

学
を
は
じ
め
と
す
る
難
関
大
学
23
名
を
含

む
１
８
５
名
が
国
公
立
大
学
合
格
し
、
部

活
動
で
は
５
月
か
ら
６
月
に
行
わ
れ
た
三

重
県
総
合
体
育
大
会
に
お
き
ま
し
て
、
男

子
総
合
３
位
、
女
子
総
合
４
位
、
男
女
あ

わ
せ
て
県
立
学
校
１
位
の
点
数
獲
得
と
い

う
成
績
を
収
め
、
陸
上
競
技
部
が
「
全
国

高
等
学
校
陸
上
競
技
選
抜
大
会
」
で
全
国

６
位
と
な
り
、
定
時
制
に
お
き
ま
し
て
も

三
重
県
生
活
体
験
発
表
大
会
に
お
い
て
特

別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
進
路
実

現
・
自
己
実
現
に
向
け
て
、
教
職
員
一
同

全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
桑
名
高
等
学
校
の
発
展
の
た
め
、
引

き
続
き
桑
高
同
窓
会
会
員
の
皆
様
か
ら
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご　

挨　

拶

　
　

桑
高
同
窓
会
会
長

伊　

藤　

隆　

彦　

（
桑
全
十
一
回
生
）

ご　

挨　

拶

　
　

桑
名
高
等
学
校
長

伊　

藤　

隆　

之　
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関西支部事務局会議（神戸市）2020.1.12

東京同窓会　銀座アリスアクアガーデン　2019.11.9

　

桑
名
高
校
同
窓
会

の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝

を
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
卒
業

生
の
皆
さ
ん
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ

【
東
京
支
部
】

「
東
京
同
窓
会
」
開
催
‼

　
　

支

部

長花　

村　

泰　

廣　

（
桑
全
三
十
四
回
生
）

い
ま
す
。

　

桑
高
同
窓
会
東
京
支
部
で
は
、
幅
広
い

年
代
の
方
々
が
中
心
と
な
っ
て
活
動
し
て

お
り
、
各
世
代
の
同
窓
生
の
皆
さ
ん
に

様
々
な
交
流
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
に

よ
る
情
報
発
信
を
行
っ
た
り
、
東
京
同
窓

会
を
始
め
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て

い
ま
す
。

　

本
年
は
学
校
創
立
百
十
周
年
を
迎
え
る

記
念
の
年
と
い
う
こ
と
で
、
東
京
支
部
で

　

桑
高
同
窓
会
会
員

の
皆
様
に
は
益
々
の

ご
健
勝
の
事
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
春
ご
卒
業
の
皆
さ
ん
ご
卒
業
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
元
年
は
約
半
年
間

の
日
数
で
し
た
。
新
た
な
る
令
和
二
年
は

ど
の
様
に
推
移
す
る
の
で
し
ょ
う
か
、
国

内
に
於
い
て
二
〇
二
〇
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
で
す
。総
力
を
結
集
し
て
の「
平

【
関
西
支
部
】

令
和
の
時
代
と
共
に

　
　

支

部

長杉　

本　

芳　

昭　

（
桑
全
十
回
生
）

も
応
援
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
例
年
十
一
月
に
開
催
し
て
い

た
東
京
同
窓
会
を
本
年
よ
り
五
月
に
変
更

し
ま
す
。
季
節
の
良
い
時
期
で
も
あ
り
ま

す
し
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
直
前
で
盛
り
上
が
る
東
京
見
物
を

兼
ね
て
、
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
歓
迎
い
た

し
ま
す
。

　

東
京
支
部
はalum

ni

（
ア
ラ
ム
ナ
イ
）

活
動
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
東
京
支
部
の

Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
に
も
そ
の
思
い
を
込
め
て

い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
勇
気
を
出
し
て
、
私

た
ち
の
ド
ア
を
ノ
ッ
ク
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

M
any doors are open!　

東
京
支
部

で
は
、
皆
さ
ん
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　
（
東
京
支
部
連
絡
先
）

　
　

花
村
泰
廣
（
桑
全
三
十
四
回
生
）

〇
九
〇
―
二
七
三
四
―
〇
三
五
二
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こ
こ
関
西
支
部
も
大
き
な
流
れ
と
し
て

「
若
い
世
代
へ
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
」を
テ
ー

マ
と
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
元
年
に
第
一

回
支
部
総
会
を
実
施
し
平
成
三
十
年
に
支

部
設
立
三
〇
周
年
記
念
総
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
今
こ
こ
に
令
和
時
代
を
迎
え
今
年

十
一
月
に
第
十
一
回
支
部
総
会
を
実
施
し

ま
す
。
令
和
の
時
代
と
共
に
新
た
な
る
ス

タ
ー
ト
を
同
窓
会
員
の
皆
様
と
一
緒
に
歩

み
た
い
も
の
で
す
。
桑
高
同
窓
会
支
部
広

報
活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
日
頃
三
重
県

関
西
事
務
所
様（
大
阪
市
）の
ご
協
力
を
頂

い
て
お
り
ま
す
。
令
和
二
年
一
月
十
七
日

表
敬
訪
問
を
し
ま
し
た
。
中
嶋
中
所
長
・

酒
井
智
一
課
長
・
川
波
ゆ
か
り
主
幹
の
皆

様
と
共
に
県
人
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
連
携

を
深
め
ま
し
た
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が

桑
高
同
窓
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
皆

様
方
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

「
関
西
支
部
総
会
開
催
の
案
内
」

　

令
和
初
め
て
の
第
十
一
回
支
部
総
会
を

令
和
二
年
十
一
月
二
十
三
日
ホ
テ
ル
グ
ラ

ン
ヴ
ィ
ア
大
阪
に
て
実
施
し
ま
す
。
母
校

を
偲
び
親
睦
を
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

同
級
会
も
一
緒
に
い
か
が
で
す
か
。
事
務

局
一
同
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
（
関
西
支
部
連
絡
先
）

　
　

杉
本
芳
昭
（
桑
全
十
回
生
）

〇
九
〇
―
一
四
八
五
―
八
二
一
一

　
　

木
村
陽
一
（
桑
全
二
十
三
回
生
）

〇
九
〇
―
七
一
一
七
―
八
四
八
二

　

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
す
る
予
定

和
の
祭
典
」成
功
さ
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
精
神
を
今
こ
そ
再
確
認
す

る
時
と
考
え
ま
す
。
国
外
に
於
い
て
は
中

東
地
区
に
大
き
な
火
種
が
あ
り
ま
す
。
平

和
国
家
日
本
に
出
来
る
事
は
何
か
、
そ
れ

は
安
全
保
障
と
経
済
発
展
へ
の
支
援
と
考

え
ま
す
。
こ
の
内
外
に
於
け
る
出
来
事
に

世
界
は
注
目
し
て
お
り
ま
す
。
平
穏
無
事

に
事
が
推
移
す
る
事
を
願
う
ば
か
り
で

す
。
嬉
し
い
事
に
今
ス
ポ
ー
ツ
界
に
於
い

て
若
い
世
代
が
「
令
和
の
主
役
」
と
し
て

出
て
き
ま
し
た
。
テ
ニ
ス
・
卓
球
・
ゴ
ル

フ
・
大
相
撲
…
今
こ
の
時
新
し
い
時
代
を

築
く
分
岐
点
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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【
学
年
同
窓
会
の
実
施
報
告
】

　

米
寿
同
期
会
の
報
告

　

昭
和
20
年
（
１
９
４
５
年
）
に
桑
名
中

学
、
県
立
桑
名
高
女
、
市
立
桑
名
高
女
へ

入
学
し
、
昭
和
26
年
桑
名
高
校
を
卒
業
し

た
第
３
回
卒
業
生
を
中
心
と
し
た
同
期
会

を
「
三
桑
会
（
さ
ん
そ
う
か
い
）」
と
し

て
会
合
を
も
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
６
年
間

に
入
学
、
転
校
、
退
学
し
た
者
も
含
め

６
０
０
名
以
上
で
す
が
、
今
年
全
員
数
え

年
で
米
寿
以
上
に
な
り
ま
し
た
。
物
故
者

は
幹
事
会
に
連
絡
が
あ
っ
た
の
は
２
２
０

名
で
無
連
絡
を
含
め
る
と
５
０
０
名
以
上

と
み
ら
れ
ま
す
。
現
在
で
も
毎
月
桑
名
シ

テ
ィ
ホ
テ
ル
で
茶
話
会
を
開
い
て
い
て
10

数
名
が
毎
回
集
ま
り
ま
す
。
年
１
回
は
桑

名
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
で
の
昼
食
会
を
開
き
、

そ
の
報
告
で
す
。

　

終
戦
の
年
に
入
学
、
空
襲
に
よ
る
校
舎

焼
失
、
学
制
改
革
、
学
区
制
、
男
女
共
学
、

桑
名
高
校
へ
自
動
入
学
、
員
弁
高
校
新
設

な
ど
を
経
験
、
在
学
中
に
桑
高
校
章
の
制

定
、
校
旗
作
成
、
桑
高
新
聞
の
創
刊
な
ど

を
し
ま
し
た
。
ま
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
の
金
沢
国
体
の
参
加
を
初
め
陸
上
、
野

球
、
サ
ッ
カ
ー
な
ど
東
海
大
会
で
活
躍
を

し
ま
し
た
。
卒
業
後
の
進
学
組
は
旧
帝
大

を
含
む
国
公
立
、
東
京
六
大
学
、
関
西
六

大
学
な
ど
へ
１
０
０
名
以
上
、
就
職
組
は

有
名
企
業
へ
ほ
ぼ
希
望
通
り
就
職
。
社
会

人
に
な
っ
て
か
ら
は
外
交
官
（
大
使
）
弁

護
士
、
大
学
教
授
、
東
証
一
部
社
長
な
ど

で
活
躍
。

　

従
来
か
ら
毎
年
長
島
温
泉
な
ど
で
１
泊

２
日
の
同
期
会
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
数

年
前
か
ら
１
泊
２
日
は
や
め
て
桑
名
シ

テ
ィ
ホ
テ
ル
で
の
日
帰
り
会
に
変
更
、
そ

の
こ
ろ
か
ら
毎
月
８
日
午
後
茶
話
会
を
開

き
「
ミ
ニ
三
桑
会
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
（
平
成
31
年
）
の
４
月
８
日
は
昼

食
会
を
桑
名
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
で
開
き
ま
し

た
。
集
合
は
幹
事
か
ら
電
話
連
絡
だ
け
で

人
集
め
。
書
類
の
や
り
取
り
無
し
で
出
欠

を
聞
き
、
男
性
13
人
女
性
24
人
合
計
37
人

が
集
ま
り
ま
し
た
。
皆
米
寿
以
上
で
あ
る

こ
と
も
あ
り
、
あ
い
さ
つ
、
カ
ラ
オ
ケ
な

ど
は
一
切
な
く
、
入
退
室
自
由
で
大
声
で

語
り
あ
い
ま
し
た
。
毎
月
１
回
で
す
の
で

今
回
は
１
２
０
回
で
す
が
、
１
３
０
回
昼

食
会
は
令
和
２
年
２
月
８
日
に
桑
名
シ

テ
ィ
ホ
テ
ル
で
前
回
通
り
昼
食
会
を
開
く

予
定
で
す
。

　

桑
高
同
窓
会
３
回
生
（
昭
和
26
年
卒
）

学
年
代
表
幹
事　

高
野　

安
司

第
11
回
生
１
９
５
９
年（
昭
和
34
年
）卒
業

　

令
和
元
年
5
月
20
日
（
月
）
午
前
11
時

か
ら
16
時 

ま
で
ホ
テ
ル
花
水
木
で
開
催

し
ま
し
た
。
新
元
号
を
迎
え
、
卒
業
か
ら

60
周
年
、
大
方
の
仲
間
が
傘
寿
を
迎
え
る

記
念
同
窓
会
と
な
り
ま
し
た
。 

３
年
前

に
は
少
し
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
34
％

の
１
１
８
名
の
仲
間
が
集
ま
り
、
楽
し
い

至
福
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

（
第
11
回
生　

幹
事　

上
田
、
山
上
）
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か
ら
桑
名
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
計

１
３
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
恩
師
小
藪

貴
志
男
先
生
、
荒
木
元
浩
先
生
、
森
智
郎

先
生
、
三
谷
直
樹
先
生
、
辻
岡
久
美
子
先

生
、
ア
ー
サ
ー
・
カ
リ
ー
先
生
、
加
藤
寛

先
生
の
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。
卒
業
10

周
年
記
念
企
画
と
し
て
平
成
30
年
度
の
20

代
最
後
に
学
年
同
総
会
を
計
画
し
、
各
ク

ラ
ス
幹
事
が
ラ
イ
ン
で
連
絡
を
取
り
合
い

準
備
し
ま
し
た
。
子
育
て
盛
り
の
乳
幼
児

連
れ
が
参
加
し
や
す
い
様
に
託
児
室
も
用

意
し
ま
し
た
。
近
況
報
告
や
豪
華
景
品
が

当
た
る
抽
選
会
な
ど
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
再
会
を
誓
い
あ
い
ま
し
た
。

（
第
60
回
生
幹
事　

藤
本
裕
二
）

第
19
回
生
１
９
６
７
年（
昭
和
42
年
）

卒
業
の
普
通
科
同
窓
会

　

令
和
元
年
10
月
４
日
（
金
））
プ
ラ
ト

ン
ホ
テ
ル
四
日
市
６
階
ベ
ネ
チ
ア
ホ
ー
ル

に
お
い
て
午
後
一
時
か
ら
59
名
が
参
加
し

て
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
引
き
続
き

同
ホ
テ
ル
の
10
階
ス
カ
イ
バ
ン
ケ
ッ
ト
で

午
後
４
時
か
ら
二
次
会
を
行
い
ま
し
た

（
第
19
回
生
幹
事　

水
谷
豪
）

第
21
回
生
１
９
６
９
年（
昭
和
44
年
）

卒
業
50
周
年
記
念
同
窓
会

　

桑
高
21
回
生
（
昭
和
44
年
３
月
卒
業
）

の
卒
業
50
周
年
記
念
同
窓
会
が
平
成
31
年

２
月
17
日
に
桑
名
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

恩
師
武
藤 

武
先
生
、

井
口 

謙
爾
先
生
、
西
尾 

武
利
先
生
、
藪

野 

豊
先
生
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
１
組
か

ら
14
組
ま
で
の
全
ク
ラ
ス
か
ら
１
０
４
名

の
同
窓
生
が
集
い
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。

（
第
21
回
生
幹
事　

福
田
正
道
）

第
41
回
生
１
９
８
９
年（
平
成
元
年
）

卒
業
30
周
年
記
念
同
窓
会

　

平
成
31
年
４
月
28
日（
日
）桑
名
シ
テ
ィ

ホ
テ
ル
に
お
い
て
普
通
科
、
理
数
科
、
商

業
科
、
家
政
科
卒
業
生
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
交
換
留
学
生
の
、
合
計
２
４
１
名
が
参

加
し
て
15
時
か
ら
開
催
し
ま
し
た
。
恩
師

と
し
て
嶋
節
子
先
生
、
伊
藤
安
郎
先
生
、

棚
橋
由
紀
子
先
生
、
伊
藤
潔
先
生
、
若
井

裕
史
先
生
、
伊
藤
順
正
先
生
、
川
北
あ
や

子
先
生
、
松
澤
二
一
先
生
の
ご
臨
席
を
賜

り
ま
し
た
。「
30
年
ぶ
り
だ
よ
全
員
集
合
、

goodbye

平
成
、w

elcom

令
和
」
と
手

書
き
の
舞
台
看
板
が
掲
示
さ
れ
、
吹
奏
楽

部
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
生
演
奏
で
校
歌
を
斉
唱
し

ま
し
た
。
３
年
１
組
に
在
籍
し
た
増
地
克

之
さ
ん
か
ら
、
会
場
内
に
ビ
デ
オ
メ
ー

セ
ー
ジ
が
流
れ
大
き
な
歓
声
が
あ
が
り
ま

し
た
。
同
級
生
な
ら
で
は
の
話
題
で
盛
り

上
が
り
、
ラ
イ
ン
で
応
援
エ
ー
ル
を
た
く

さ
ん
送
り
ま
し
た
。
当
日
は
中
日
新
聞
社

が
取
材
に
来
ま
し
た
。
入
学
が
昭
和
、
卒

業
が
平
成
、
30
年
ぶ
り
の
再
会
が
令
和
の

２
日
前
と
い
う
次
代
の
節
目
。
改
元
ム
ー

ド
の
話
題
の
記
事
と
し
て
平
成
最
後
の
地

方
版
に
4
月
30
日
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

（
第
41
回
生
幹
事 

梅
山
栄
一
・
伊
藤
剛
康
）

第
60
回
生
２
０
０
８
年（
平
成
20
年
）

卒
業
10
周
年
企
画
の
学
年
同
窓
会

　

令
和
元
年
８
月
11
日
（
日
）
午
後
３
時

1959年卒業生　2019.5.20

21回生　2019.2.17

41回生　2019.4.28

60回生　2019.8.11
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頑
張
っ
て
い
る
母
校
の
現
在
の
活
躍
ぶ
り

を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〜
柔
道
一
直
線
〜

★
令
和
元
年
柔
道
部
Ｏ
Ｂ
会

　

令
和
元
年
５
月
４
日
（
土
））
桑
名
シ

テ
ィ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
桑
名
高
校
柔
道
部

Ｏ
Ｂ
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は

１
９
５
６
年
（
昭
和
31
年
）
卒
業
か
ら

１
９
９
１
年
（
平
成
３
年
）
卒
業
の
77
名

で
し
た
。

★
文
武
両
道 

頂
点
を
め
ざ
し
て

　

柔
道
部
は
昭
和
30
年
代
頃
か
ら
常
時
優

秀
な
成
績
を
収
め
そ
の
柔
道
部
Ｏ
Ｂ
の
同

窓
会
の
交
流
は
平
成
か
ら
令
和
の
現
在
も

活
発
で
あ
る
。
桑
高
は
三
重
県
高
校
柔
道

選
手
権
兼
全
国
柔
道
選
手
権
県
予
選
に
お

い
て
は
昭
和
39
年
６
月
14
日
（
県
体
育

館
）、
決
勝
戦
で
名
張
高
校
を
２
対
０
で

破
り
通
算
６
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
て
い

る
。
そ
の
伝
統
あ
る
桑
名
高
校
の
文
武
両

道
を
目
指
し
猛
勉
強
を
し
た
中
学
生
が
増

地
克
之
さ
ん
で
あ
る
。
県
内
外
の
数
多
く

の
あ
ら
ゆ
る
強
豪
高
校
か
ら
の
勧
誘
を
断

り
昭
和
61
年
４
月
普
通
科
に
入
学
し
た
。

当
時
の
顧
問
で
あ
っ
た
西
林
教
諭
か
ら
お

話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。
と
に
か
く
一

生
懸
命
こ
つ
こ
つ
と
努
力
を
積
重
ね
る
生

徒
で
あ
っ
た
。
早
弁
し
て
で
も
昼
休
み
に

武
道
場
で
先
輩
と
練
習
を
し
た
。
当
時
全

〜
理
数
科
設
置
五
十
周
年
を
迎
え
る
〜

★
１
９
６
９
年
度（
昭
和
44
年
度
）入
学

　

の
理
数
科
一
期
生
が
同
窓
会
を
開
催

　

２
０
１
９
年
（
令
和
元
年
）
８
月
24
日

（
土
））
桑
名
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
で
23
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
恩
師
武
藤
武
先
生
（
桑
高

元
教
諭
・
元
教
頭
・
元
校
長
）
の
ご
臨
席

を
賜
り
ま
し
た
。
昭
和
44
年
4
月
新
設
さ

れ
た
理
数
科
に
入
学
し
て
半
世
紀
が
経

ち
、
１
９
６
９
年
に
理
数
科
が
設
置
さ
れ

て
か
ら
今

年
度
は
50

周
年
に
な

り
ま
す
。

桑
高
理
数

科
設
置
に

ご
尽
力
を

さ
れ
た
武

藤
先
生
は

理
数
科
初

代
担
任
と

し
て
3
年

間
お
世
話

に
な
り
ま

し
た
。
続
い
て
令
和
2
年
1
月
12
日（
日
）

プ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル
四
日
市
で
武
藤
武
先
生

の
米
寿
を
祝
う
会
を
開
催
し
、
16
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

（
理
数
科
一
期
生
幹
事　

近
藤
義
孝
）

★
理
数
科
50
年
の
今

　

毎
年
難
関
大
学
へ
の
合
格
者
を
多
数
輩

出
し
て
き
た
桑
高
は
、
２
０
１
９
年
度
か

ら
の
５
年
間
、
文
部
科
学
省
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事

業
の
指
定
校
と
な
り
ま
し
た
。
理
数
科

２
０
１
８
年
度
入
学
生
は
50
期
生
と
な
り

ま
す
。
今
年
度
は
２
年
生
と
し
て
、
例
え

ば
課
題
研
究
の
数
学
で
は
三
重
大
学
教
授

の
助
言
の
も
と
「
京
都
大
学
サ
イ
エ
ン
ス

フ
ェ
ス
テ
バ
ル
２
０
１
９
」
の
三
重
県
代

表
に
選
ば
れ
発
表
し
て
い
ま
す
。
研
究
題

目
は
「
連
分
数
か
ら
考
え
る
虚
数
」
で
す
。

桑
高
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
頂
く
と
、
進
学
校
の
伝

統
を
受
け
継
ぎ
、
文
武
両
道
で
一
生
懸
命

国
最
強
の
天
理
高
校
部
員
と
の
合
同
合
宿

で
対
戦
し
て
も
「
負
け
な
い
！
」
の
で
あ

る
。
県
大
会
団
体
戦
で
は
準
優
勝
、
ベ
ス

ト
４
入
り
に
常
に
貢
献
し
て
い
た
。
個
人

戦
で
は
優
勝
し
全
国
大
会
出
場
を
成
し
遂

げ
た
。
30
周
年
同
窓
会
に
出
た
41
回
生
に

当
時
の
印
象
を
聞
く
と
、
身
体
に
恵
ま
れ

た
巨
漢
の
印
象
は
あ
る
が
、
部
活
以
外
で

は
ご
く
普
通
の
桑
高
生
で
あ
っ
た
。
桑
名

高
校
構
内
唯
一
の
「
石
碑
に
な
る
英
雄
」

で
あ
る
。
高
校
で
一
緒
に
柔
道
の
授
業
が

で
き
た
こ
と
は
今
と
な
っ
て
は
い
い
思
い

出
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
卒
業
後

は
筑
波
大
学
・
筑
波
大
学
院
へ
と
進
学
し

た
。
そ
の
前
身
は
講
道
館
柔
道
の
創
始
者

で
あ
る
加
納
治
五
郎
が
校
長
を
務
め
た
旧

東
京
高
等
師
範
学
校
（
前
東
京
教
育
大

学
）
で
あ
る
。
筑
波
で
柔
道
を
さ
ら
に
極

め
、
の
ち
に
体
重
無
差
別
級
の
ア
ジ
ア
大

会
と
ユ
ニ
バ
シ
ヤ
ー
ド
大
会
優
勝
の
偉
業

を
成
し
遂
げ
た
。
母
校
筑
波
大
学
の
監
督

を
務
め
国
公
立
大
学
と
し
て
は
初
の
全
日

本
大
学
選
手
権
の
優
勝
を
果
た
し
た
。
現

在
は
全
日
本
監
督
と
し
て
来
る
２
０
２
０

東
京
五
輪
で
活
躍
す
る
選
手
を
指
導
し
て

い
る
。

2019年８月　理数科一期生同窓会 1969年 4月　理数科１年７組⬅50年後

理数科一期生担任の（米寿）祝い　2020.1.12

柔道部OB会挨拶　2019.5.4

増地克之さんからビデオメッセージ　2019.4.28
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平成31年∼令和元年度  桑高同窓会の活動

伊藤会長挨拶 入会する卒業生 入会式宣誓 NTNシティホール

同窓会入会式 専攻科修了式
2019.2.28 2019.3.1

卒業生と恩師 卒業証書授与

定時制卒業式 2019.3.1

千葉先生講演 千葉先生を囲んで

文化講演会 NTNシティホール 2019.8.17

会長挨拶 会場風景 卒業生バンド演奏 新入会員を囲んで 支部長を囲んで

同窓会幹事総会　桑名シティホテル 2019.11.10

スタート前集合写真 優勝トロフィー授与 ラウンド前集合 表彰式集合写真

親睦ゴルフコンペ 親睦ゴルフコンペ2019.6.21 2019.12.7

校長挨拶 スタッフ 現役・OB合同 NTNシティホール

企画委員会
2019.5.12 桑高絵画展うどん部屋 2020.1.24～262019.9.7
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平成31年・令和元年度 桑高生の行事

衛生看護科戴帽式　 　　　  　　　　　　　　　　　　　2019.11.21

桑高祭　　　　　　　　  　　  　　　　　　　　　　　　　2019.9.7

遠足　　2019.10.25

定時制文化祭   2019.11.22 定時制校外学習   2019.11.15

定時制クラス幹事

（２列目中央２名）

定時制クラスマッチ   2019.7.17 定時制体育祭   2019.9.13

スポーツ大会 　　  　　　 　2019.7.11～16 体育祭  　2019.9.13

修学旅行　博多～長崎　　 　　　　　　　　　　　 2019.10.23～25
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過去５年間の大学合格状況（過年度生徒含む）

令和２年３月卒業生

入試年度
大学名 2015 2016 2017 2018 2019

北 海 道 0 2 0 2 1
東 北 0 0 2 0 1
筑 波 1 2 2 1 0
千 葉 1 0 2 0 1
お 茶 の 水 女 子 0 0 1 0 0
東 京 0 0 0 0 0
東 京 外 国 語 0 0 0 1 0
東 京 学 芸 1 1 1 2 2
東 京 芸 術 0 1 0 0 0
東 京 工 業 1 0 0 0 1
一 橋 0 0 1 1 0
横 浜 国 立 0 0 3 2 0
富 山 1 5 1 0 7
金 沢 9 6 0 3 7
福 井 1 5 6 1 4
山 梨 0 1 0 0 1
信 州 3 2 10 10 0
岐 阜 5 3 7 3 5
静 岡 4 11 7 4 7
愛 知 教 育 4 5 7 5 3
名 古 屋 16 12 15 9 16
名 古 屋 工 業 12 11 3 9 7
三 重 42 38 32 48 53
滋 賀 2 1 1 1 2
京 都 3 1 1 1 2
大 阪 0 2 1 1 2
神 戸 1 1 2 2 0
奈 良 女 子 3 0 0 0 3
岡 山 0 3 1 0 2
広 島 1 0 3 2 1
九 州 0 0 1 0 0
そ の 他 国 立 大 9 7 7 10 16
国 立 大 合 計 120 120 117 118 144

入試年度
大学名

2015 2016 2017 2018 2019

首 都 大 東 京 0 2 1 1 1
横 浜 市 立 1 0 0 1 0
岐 阜 薬 科 0 0 1 1 0
愛 知 県 立 4 7 3 7 4
名 古 屋 市 立 4 5 13 9 7
三 重 県 立 看 護 2 3 3 2 3
大 阪 市 立 0 0 1 1 1
そ の 他 公 立 大 12 21 19 19 25
公 立 大 合 計 26 38 41 41 41
自 治 医 科 1 0 2 1 1
青 山 学 院 3 0 0 4 0
慶 應 義 塾 1 2 0 3 6
上 智 0 0 2 0 2
中 央 7 10 11 4 2
東 京 理 科 15 11 12 13 11
法 政 10 4 12 3 1
明 治 8 2 11 9 4
立 教 2 0 1 2 0
早 稲 田 2 3 1 3 2
愛 知 63 22 46 43 54
愛 知 工 業 21 16 6 21 16
愛 知 淑 徳 34 48 40 16 42
金 城 学 院 19 20 43 20 16
椙 山 女 学 園 18 30 30 20 11
中 京 101 66 86 58 54
名 城 95 97 96 116 125
南 山 78 73 130 56 78
皇 學 館 15 11 16 16 16
同 志 社 19 14 22 23 20
立 命 館 76 40 43 34 47
関 西 12 13 5 7 7
関 西 学 院 5 6 4 7 5
そ の 他 私 立 大 249 246 264 298 257
私 立 大 合 計 854 734 883 777 777
三 重 短 6 10 1 1 0
国 公 立 短 合 計 7 13 1 2 1
私 立 短 合 計 2 8 1 4 1
就 職 1 1 0 2 0

課　　　程 学　　　　　　　科 男 女 計（人）

全　日　制

普 通 科 １３８ １３９ ２７７
理 数 科 ２８ １０ ３８
衛生看護科（本科） ０ ３９ ３９
衛 生 看 護 専 攻 科 ０ ３７ ３７

定　時　制 普通科（三修制含む） ６ ８ １４
合　　　　　　計 １７２ ２３３ ４０５
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令和2年3月卒業生の同窓会幹事・恩師の先生　

母 校 の 主 な 活 躍

【　全　日　制　】
学年代表幹事 ３年５組　　　　水谷　一心 註：「代表幹事」は当該卒業生の全体を統括する代表者
普通科代表幹事 普通科４組　　　伊藤　諒明 理数科代表幹事 理数科８組　　　　水谷　知寛
看護科代表幹事 衛生看護科９組　百瀬真菜美 専攻科代表幹事 衛生看護科専攻科　浅生　萌子
卒業生の恩師 ３学年主任　　　牛尾　俊治 教科　理科（物理） 部活動顧問　サッカー・MIRAI 研究所

クラス（学科） 　　ク　ラ　ス　幹　事 担任の名前・担当教科・顧問（※同好会）
学級（組） 名前 名前 学級担任 教科 部活動顧問
1組（普通科） 伊藤　咲奈 小林　優奈 藤田　美緒 英語 ソフトボール・吹奏楽　
2組（普通科） 福田あかね 南川　千咲 坂倉　淳一 国語 硬式野球　　　　　　　
3組（普通科） 稲垣　友菜 岡島　穂高 近藤　　淳 書道 書道　　　　　　　　　
4組（普通科） 伊藤　諒明 伊藤凜々華 龍山　正則 英語 バトン　　　　　　　　
5組（普通科） 水谷　一心 南山　将吾 中村　　誠 数学 バレーボール・※軽音楽
6組（普通科） 宇佐美愛里沙 諸戸　彩夏 岡村　洋延 化学 空手道　　　　　　　　
7組（普通科） 坂本　亜優 横山　瑛大 世古　春香 公民 陸上競技・※オカリナ　
8組（理数科） 藤本　夏名 水谷　知寛 小川　秀樹 数学 演劇・水泳　　　　　　
9組（衛生看護科） 百瀬真菜美 森下　依吹 廣田　千秋 看護 サッカー　　　　　　　
衛生看護専攻科 浅生　萌子 宇野　陽香 笠井　弘子 看護 硬式テニス・水泳　　　
【　定　時　制　】
定時制幹事 ◎東　莉圭 平江ミレナ 学級担任 今井　孝輔　　　（情報）

【MIRAI 研究部】 ①第 63 回学生科学賞「物理分野・最優秀賞」郡龍之介・三須亮太、【競技かるた部】 ②第 43 回全国
高校総合文化祭「小倉百人一首かるた」村上茉南・金森マリ・岡本理沙・大橋里菜、③第 34 回国民文化祭・にいが
た 2019「小倉百人一首かるた」加田一帆、④第 39 回近畿高校総合文化祭「小倉百人一首かるた」岡本理沙・伊藤愛・
大橋里菜・谷川原滉大、【軟式野球部】 ⑤第 69 回三重県高校総体軟式野球競技 4/20-5/31「優勝」太田憲誠・岡本拓巳・
森柊威・内田隆之・野口弘翔、・萩原維城・落合洸貴・籏悠人・伊藤駿希・毛利隼大・野呂温輝・伊東賢吾・長坂晃嗣・
水谷雄大・水谷皓介・西野壮・西高茉希人、【バトン部】 ⑥第 14 回三重県バトントワーリング大会「ソロトワール初
級高校金賞」佐久間瑠奈・草薙璃湖、「ソロトワール中級高校金賞」森穂の香・野呂萌々香、「ソロストラット中級シ
ニア銀賞」野呂萌々香、「ソロトワール中級高校銀賞」佐藤美羽、「ダンストワール初級シニア金賞」佐藤美羽、「ソ
ロトワール中級高校銀賞」飯田結衣・山﨑莉奈、「ダンストワール中級シニア金賞」植村萌仁香、「ペア初級シニア金
賞」植村萌仁香・伊藤名依亜、【ボウリング部】 ⑦平成 31 年度三重県高校総体ボウリング競技「女子団体１位」大岡
由依・鷹野柚芽、「女子総合１位」大岡由依、【剣道部】 ⑧平成 31 年度三重県高校剣道春季大会「男子団体優秀選手」
本多亮輔、⑨令和元年度三重県高校総体剣道競技 6/1「男子個人優勝」本多亮輔、【陸上競技部】 ⑩第７回全国高校陸
上競技選抜大会 8/31「2000mSC ６位」垣内瑞希、⑪第 72 回全国高校陸上競技選手権東海大会 6/21-23「3000 ｍ 15 位」
森田日世莉、⑫第 62 回東海陸上競技選手権大会「1500 ｍ５位」森田日世莉、⑬第 49 回三重県高校陸上競技春季大会
5/11.12「1500m・3000m１位」森田日世莉、⑭第 82 回三重県陸上競技選手権大会 7/13.14「1500m１位」森田日世莉 【看
護科】 産業教育振興会・産業教育に関する作文・研究文「作文の部・看護部会長賞」成田沙柚奈、「研究の部・看護
部会長賞」立石彩乃、【水泳部】 ⑮三重県ジュニアオリンピックカップ夏季水泳大会 6/8.9「200m背泳ぎ優勝」山本
海翔、「200mバタフライ優勝」伊藤大斗、「50m・200m自由形、200m個人メドレー優勝」伊藤香乃、「50m・100m・
200m平泳ぎ優勝」世古万琴、「400mメドレーリレー優勝・400mフリーリレー優勝」須賀浦彩・世古万琴・伊藤百
花・伊藤香乃、⑯三重県高等学校総合体育大会水泳競技 6/22.23「女子総合 1位」、「200m背泳 1位」山本海翔、「50m
自由形 1位」伊藤百花、「200mバタフライ 1位」伊藤大斗、「100m自由形 1位」伊藤香乃、「100m・200m平泳 1位」
世古万琴、「400mメドレーリレー・400mフリーリレー・800mフリーリレー各 1位」小井香乃・世古万琴・伊藤百花・
伊藤香乃・須賀浦彩、⑰三重県選手権水泳競技大会 7/6.7「50m自由形 1位」伊藤百花、「100m背泳 1位」小井香乃、
⑱三重県高等校対抗水泳競技大会 8/5.6「女子総合 1位」「100m・200m平泳 1位」世古万琴、「200mバタフライ 1位」
伊藤大斗、「200m背泳 1位」、小井香乃、「50m自由形 1位」伊藤百花、「200m自由形 1位」須賀浦彩、「400mメドレー
リレー・200mフリーリレー・400mフリーリレー各 1位」小井香乃・世古万琴・伊藤百花・伊藤香乃、⑲三重県高校
新人水泳競技大会 9/22「女子総合 1位」、「200mフリーリレー 1位」小井香乃・世古万琴・須賀浦彩・治郎丸遥、「100m
平泳 1位」谷口空、「800m自由形・200m ﾊﾞﾀﾌﾗｲ 1 位」伊藤大斗、「200m平泳ぎ 1位」世古万琴、「200m個人メドレー
1位」世古万琴、「100m・200m背泳 1位」小井香乃、「100m・200m背泳 1位」山本海翔、⑳三重県短水路選手権水
泳競技大会 11/23「 200m ﾊﾞﾀﾌﾗｲ 1 位」伊藤大斗、「100m・200m背泳 1位」山本海翔、　　　　　　　 他多数活躍
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桑名高校同窓会 平成30年度事業及び会計報告
平成30年度　事業報告 平成30年度　会計報告

財 産 目 録

（2018年８月１日～2019年７月31日） （2018年８月１日～2019年７月31日）

（2019年７月31日現在）

2018年８月17日 （金）
　2017年度会計監査　　　　　　　朝日鋳工所会議室
８月26日 （日）
　「うどん部屋」2018第２回会議　　朝日鋳工所会議室
８月26日 （日）
　2018年度第１回役員会　　　　　朝日鋳工所会議室
９月８日 （土）
　桑高祭「うどん部屋」出店　　　　　　　　桑名高校
９月16日 （日）
　2018年度第1回企画委員会　　　　  桑名高校会議室
10月28日 （日）
　2018年度同窓会幹事総会　　　　桑名シティホテル
10月31日（水）
　学校・PTAとの懇談会　　　　　　桑名高校校長室
11月10日（土）
　東京支部「秋の集い」　　　　　  東京銀座THE SKY
11月18日（日）
　関西支部設立30周年記念総会　　　大阪第１ホテル
12月１日（土）
　第1回「同窓会親睦ゴルフコンペ」　長島カントリークラブ
2019年１月26日（土）
　2018年度第２回役員会　　　　　 朝日鋳工所会議室
２月25日（月）
　「会報桑高同窓会」第37号発行
２月28日（木）
　同窓会入会式（全日・定時）　　　 桑名高校体育館他
３月１日（金）
　卒業式　（全日・看護・定時）　　 桑名高校体育館他
３月30日（土）
　2018年度第３回役員会　　　　　 朝日鋳工所会議室
５月12日（日）
　2018年度第２回企画委員会
　並びに学校幹部職員との懇談会　 桑名シティホテル

（特別委員会）　　　　　　　　　　朝日鋳工所会議室
第１回2018年10月20日㈯　　第６回2019年３月23日㈯
第２回2018年11月17日㈯　　第７回2019年４月20日㈯
第３回2018年12月15日㈯　　第８回2019年５月18日㈯
第４回2019年１月19日㈯　　第９回2019年６月15日㈯
第５回2019年２月16日㈯　　第10回2019年７月20日㈯

令和元年度 桑名高校同窓会役員
会　　長
副 会 長

理 事

伊藤隆彦（桑全１１回生）
加藤武夫（桑定１１回生）
西村治生（桑全２３回生）
岡野良子（桑看　７回生）
上田広吉（桑全１１回生）
石川郁子（桑全１５回生）
竹山延幸（桑全２０回生）
岩谷幹生（桑定１８回生）
福田正道（桑全２１回生）
加藤　寛（桑全２２回生）
長瀬　浩（桑全２４回生）
後藤隆彦（桑全２５回生）

会計監事

水谷康朗（桑全３０回生）
渡辺浩子（桑全３１回生）
水貝千寿子（桑全３１回生）
長谷川久美（桑全３２回生）
荒木佳代（桑看　７回生）
井谷和恵（桑看１９回生）
石上秀之（桑全３９回生）
水谷栄一（桑全２２回生）
伊藤剛康（桑全４１回生）
萱野治道（桑全２６回生）
伊藤　巧（桑全２４回生）
小杉　悟（桑全３１回生）

資
産
の
部

現 金 142,913
定 期 預 金 桑名信用金庫 9,028,717 9,029,484

普 通 預 金 桑名信用金庫 2,228,056 2,403,223
ゆうちょ銀行 3,623,211 3,422,953

預貯金合計 14,855,660
資 産 合 計 14,998,573

科 目 予　 算 決　 算 増　 減

収
入
の
部

入 会 金 1,820,000 1,805,000 △ 15,000
会 費 1,200,000 908,000 △ 292,000
事 業 収 入 200,000 171,300 △ 28,700
雑 収 入 10,000 0 △ 10,000
受 取 利 息 1,000 816 △ 184

① 当 期 収 入 合 計 3,231,000 2,885,116 △ 345,884

支

出

の

部

総 会 費 900,000 783,033 △ 116,967
会 議 費 350,000 271,366 △ 78,634
印 刷 費 150,000 158,280 8,280
通 信 費 300,000 247,379 △ 52,621
広 報 費 400,000 357,264 △ 42,736
事 業 費 Ⅰ 200,000 196,805 △ 3,195
事 業 費 Ⅱ 350,000 32,363 △ 317,637
慶 弔 費 100,000 100000 0
支 部 助 成 金 200,000 200,000 0
入 会 記 念 品 280,000 272,520 △ 7,480
交 通 費 100,000 46,530 △ 53,470
名 簿 管 理 費 60,000 54,000 △ 6,000
雑 費 100,000 35,434 △ 64,566
予 備 費 500000 0 △ 500,000

② 当 期 支 出 合 計 3,990,000 2,754,974 △ 1,235,026
③当期収支差異①－② △ 759,000 130,142 889,142
④前 期 繰 越 金 14,868,431 14,868,431 0
⑤次 期 繰 越 金 ③ + ④ 14,109,431 14,998,573 889,142

（A4 版約 700 頁）
ご希望の方は下記へ
お振込みください。

創立百周年記念誌

「ゆうちょ銀行」
◎振替口座番号：
　00890・4・87537
◎加 入 者 名：
　桑名高校同窓会
◎金　　　　額：
　8000円（送料・税込）
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桑
高
今
昔
物
語
５

　
　

桑
高
同
窓
会
顧
問

西　

羽　
　
　

晃　

（
桑
高
全
日
制
七
回
生
）

桑
名
中
学
の
水
泳
選
手

　

戦
前
の
桑
名
に
は
正
式
の
水
泳
プ
ー
ル

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
昭
和

３
（
１
９
２
８
）
年
７
月
１
日
に
多
度
峡

を
堰
き
止
め
た
架
設
プ
ー
ル
が
出
来
ま
し

た
。
長
さ
50
㍍
、
幅
25
㍍
と
本
格
的
な
も

の
で
し
た
。
そ
し
て
桑
名
中
学
（
以
下
、

桑
中
と
書
き
ま
す
）
の
水
泳
部
は
こ
こ
で

練
習
し
、
全
国
レ
ベ
ル
の
活
躍
を
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
応
え
て
、
昭
和
４
年
に
は

佐
藤
材
木
店
の
好
意
に
よ
り
揖
斐
川
に
架

設
プ
ー
ル
が
出
来
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
プ
ー
ル
の
近
く
に
住
ん
で
い
た

近
藤
勇
三
（
昭
和
６
年
卒
）
は
昭
和
４
年

９
月
の
中
部
日
本
中
等
学
校
競
泳
大
会
で

８
０
０
㍍
自
由
形
決
勝
で
５
位
と
な
り
、

小
出
義
彦
（
昭
和
８
年
卒
）
は
２
０
０
㍍

平
泳
で
大
会
新
の
１
位
と
な
り
、
桑
中
は

総
合
で
４
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

近
藤
は
昭
和
５
年
の
東
海
選
手
権
大
会

で
自
由
形
４
０
０
㍍
と
１
５
０
０
㍍
で
優

勝
し
、
８
月
に
明
治
神
宮
プ
ー
ル
で
行
わ

れ
た
全
日
本
大
会
で
１
５
０
０
㍍
自
由
形

予
選
Ｂ
組
で
４
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

近
藤
は
八
高
（
現
名
古
屋
大
学
）
へ
進

学
し
、
同
校
の
水
泳
部
主
将
を
務
め
ま
し

た
。

　

小
出
義
彦
は
昭
和
６
年
10
月
に
明
治
神

宮
プ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
全
日
本
大
会
で

１
０
０
㍍
平
泳
決
勝
で
４
位
と
な
り
ま
し

た
。
２
０
０
㍍
決
勝
で
も
４
位
と
な
り
ま

し
た
が
、
タ
イ
ム
は
３
位
の
人
よ
り
も
早

か
っ
た
の
で
す
が
、
目
視
に
よ
る
着
順
は

４
位
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

小
出
も
八
高
に
進
学
し
、
昭
和
７
年
に

は
全
国
高
校
選
手
権
で
２
０
０
㍍
平
泳
で

７
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
彼
は
太
平
洋
戦

争
に
従
軍
し
、
昭
和
19
年
４
月
12
日
に
イ

ン
ド
・
ア
ッ
サ
ム
州
で
戦
死
し
ま
し
た
。

彼
の
墓
は
桑
名
伝
馬
町
の
顕
本
寺
に
あ
り

ま
す
。

　

昭
和
10
年
西
部
中
等
学
校
大
会
で
は
中

山
重
正
（
昭
和
11
年
卒
）
が
１
０
０
㍍
自

由
形
で
優
勝
し
、
２
０
０
㍍
自
由
形
で
２

位
と
活
躍
し
て
い
ま
す
。

開
催
日　

令
和
２
年
10
月
25
日
㈰

会　
　

場　

長
島
温
泉
ホ
テ
ル
花
水
木

　
　
　
　
　
　
　

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

受　
　

付　

９
：
30
〜

●
百
十
周
年
記
念
総
会

時　
　

間　

10
：
30
〜
11
：
15

●
百
十
周
年
記
念
講
演

時　
　

間　

11
：
15
〜
12
：
00

講　
　

師　

増 

地　

克 

之 

氏

略　
　

歴　
　

桑
高 

平
成
元
年
３
月
卒
業

　
　
　
　
　
　

筑
波
大
学
卒
業
・
現
筑
波
大
学
講
師

　
　
　
　
　
　

現
全
日
本
柔
道
連
盟
全
日
本
女
子
監
督

演　
　

題　
「
東
京
２
０
２
０
を
振
り
返
っ
て
」

　
　
　
　
　
　

〜
日
本
女
子
柔
道
４
年
間
の
軌
跡
〜

●
百
十
周
年
記
念
祝
賀
会

時　
　

間　

12
：
30
〜
14
：
30

参
加
費　

１
０
，０
０
０
円
（
振
込
方
式
）　　
　
　

　
　
　
　
　

２
０
１
６
年
〜
２
０
２
０
年
の

　
　
　
　
　

卒
業
生
は
５
，０
０
０
円

※
申
込
方
法
詳
細
は
別
途
ご
案
内
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

三
重
県
立
桑
名
高
等
学
校

　
　

創
立
百
十
周
年
記
念
同
窓
会

桑高　同窓会
中庭に建つ増地克之 氏の優勝記念碑

桑高の歴史を刻む記念碑


